
たどくのひろば 

http://tadoku.info 
 

花の種 

 

植物には、春になると花を咲かせるものが多い。毎日の気温が少しずつ上がり、道ばたに

花が咲いているのを見かけるようになると、「あ、春が近いな」と心が軽くなってくる。し

かし、どうして植物は春に花を咲かせるのであろうか。春になると花が咲くのは当然のこと

だと思っていたが、それにも理由があるはずである。その答えは、どうやら植物の生きる術

に関係があるらしい。 

日本には四季があり、春の次には夏が来る。夏は暑く、30 度以上になる日も多い。春に

花を咲かせる植物は、夏の暑さに弱い植物である。植物は花が咲いた後に種ができるが、花

と種ではどちらが暑さに強いだろうか。想像がつくと思うが、種の方が暑さに強い。だから、

春に花を咲かせる植物は、春が過ぎると種になり、暑さに強い種の状態で夏をやり過ごすの

である。 

ここでまた疑問が生まれる。では、植物はどうやって夏が近づいてくることを知るのか。

それは、植物が夜の長さを測れることに関係がある。 

３月 20日は日本では春分の日である。春の訪れを告げる日だが、この日に昼の長さと夜

の長さが同じになる。春分の日を過ぎると少しずつ昼が長くなって、夜が短くなっていく。

そして６月の夏至の頃になると、最も夜が短くなる。植物は夜の長さが短くなっていること

を感じ取って、やがて夏が来ることを知る。そして暑い夏に向けて種を準備するのである。 

春に花が咲くのは、花がワクワクウキウキして気まぐれに咲いているのではなく、その後

に来る暑さに向けての準備であったのである。同じように考えると、秋に花を咲かせる植物

が多いことも納得できるであろう。 
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